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本日：

埋もれている高度人材を流動化し
“遺伝子にスイッチ”を入れ、新産業分野へ再配置すべき
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本日申し上げたいこと（≒前回の補足）

 日本のイノベーション増幅には「新産業ドメインへ多くの活力ある人材が流れ試行錯誤が進む」ことが必要

 その為には「眠っている (潜在的)高度人材」を眠りから起こし “遺伝子にスイッチ”を入れる必要
ー人間は適度なカオスに置かれると、生存本能から神経系を活性化し脳と身体エネルギーが激増する

・ “環境次第”で、人材一人当たりの活力 / 創造性 / 生産性は、軽く、数十倍~数百倍 になる
ー例えば、シリコンバレー移民の意義は多様性ではなく、貧困/内戦/紛争 等に幼少期に直面した
生命的危機の記憶から、”遺伝子にスイッチが入った” 異才 - Top数% を集めている、ということ

→戦後、ソニーやホンダが生まれた時の時代背景的カオスを、いかに今 ”適度に”設計できるかと言う問題

 (他国に比べ相対的に豊かすぎる)日本で遺伝子にスイッチを入れる数少ない方法は「人材流動性の向上」
ー不確実な環境で、自分のキャリアをデザイン(=“自分経営”)すること = 「事業創造能力」そのもの
ー人材の再配置/育成/ “適度なカオス”のデザイン に資する政策（資金は人材を動かすための「手段」）

・新産業ドメインの定義、高度人材の人材流動性向上、大企業によるVBのM&A の加速 etc

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私の見立てはこちらのスライド
　０） 新産業ドメインが定義されていること
　１） 流入人数は 転職回数×選択率
　　　  - 流入人数を増やすためには、高度人材の人材流動性を上げるしかない
　　　　- スタートアップを 
　２） 試行錯誤する運動量
　３） 高度人材の人材流動性を上げると、一人一人が自分の人生を起業したのと同様の効果が出る
　　　 - 自分のキャリアをより本質的に考えるようになり、エネルギレベルが
　　　 - 高度人材 一人あたりの運動エネルギーレベルが上がるはず。�　　　 - 転職回数
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新たに
創造される
付加価値

(=イノベーションの
総量)

（前提） :新産業ドメインの定義

＝ × ×

リスクマネー量
（十分）

幼少期の不快感から
来る世の中を

変えたいという欲求
（人による？）

試行錯誤する
行動特性/運動量
（少ない）

地頭/基礎能力
/教育水準

（高いはず）

学習し続ける力
/好奇心

（人による？）

(再掲) 日本のイノベーション増幅に必要なのは.    新産業ドメインへ多くの人材が配置されることであり
現状、不足しているのは「 :リスクマネー」や「 :アントレプレナーシップ」
ではなく「 : 人材流動性の低さ」と 「 : 試行錯誤運動量の不足」である可能性

＝ ＝＝

× ××
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2 7

A：流れ込む人数

新産業ドメイン
(≒Startup)に
流入する人数

C：運動量
/生命エネルギー

一人当たりが持つ
生命エネルギー
レベル・行動特性

B：能力 / 脳力

一人当たりが持つ
能力/

スキルレベル
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6

新産業ドメイン/
Start up 流入人数
転職回数/人材
流動性(少ない)

転職時のスタート
アップ選択確率

(アントレプレナーシップ)

（十分）

×

3

2

本質的には、高度人材の人材流動性を上げ
試行錯誤の総量 + 活力 を増やすしかないのでは？

0

0

リスクマネ>> 起業家数
• 大企業資金が

新産業に大規模投資
される方が重要そう

米国の平均転職
回数は10回/人
一方日本は0.89回

↓
転職時に新産業ドメイ
ン / Startupを選択す
る確率は他国に比べて

低くない可能性
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　１） 流入人数は 転職回数×選択率
　　　  - 流入人数を増やすためには、高度人材の人材流動性を上げるしかない
　　　　- スタートアップを 
　２） 試行錯誤する運動量
　３） 高度人材の人材流動性を上げると、一人一人が自分の人生を起業したのと同様の効果が出る
　　　 - 自分のキャリアをより本質的に考えるようになり、エネルギレベルが
　　　 - 高度人材 一人あたりの運動エネルギーレベルが上がるはず。�　　　 - 転職回数
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(ご参考) 日本のスタートアップを取り巻く現状 - 政府資料より

日本のスタートアップを取り巻く現状＝第4回「産業構造審議会経済産業政策新機軸部会」（2022年2月16日）提出資料より



5© PKSHA Technology All rights reserved. 5

中心に据えるべきは、「資金」ではなく「人材」
「資金」は「人材」を適切な新産業へ動かすための、手段/アプローチ

人材

資金

人材
量

高度人材の転職回数
を上げる

大企業のM&A / JVを
増やす

重点新産業分野を
定義する

リスクマネーの総量
を増やす

大企業のVBの
M&Aを増やす

高度人材の移民を
増やす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人材
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